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N R I  N E W S

なった。また、近年は格安SIMが
多くの企業から発売され、利用料
金がネックで二の足を踏んでいた
層にもスマートフォンは身近な存
在となってきた。
スマートフォンの魅力の 1つ
は、各サービス提供者が開発した
スマホアプリをユーザーが選び、
インストールすることで、自分の
趣味やライフスタイルに合わせた
スマートフォンにカスタマイズで
きる点である。このようなスマホ

企業にとってエンドユーザー
に一番身近なチャネルとし
てのスマホアプリ
2008年にiPhone3Gが、09年に
Androidが日本で発売されて以
来、周囲を見回してみると、多く
の人がスマートフォンで何かを見
ているのは今や当たり前の光景と
なっている。各大手通信事業者か
ら発表される四半期ごとの携帯電
話の新機種ラインアップも、ここ
数年ほぼすべてスマートフォンと

アプリは、BtoC企業にとってユ
ーザーとコミュニケーションを取
るための一番身近なチャネルとな
る。企業はその利点を活かすため
に、スマホアプリの提供を積極的
に進めている。またユーザー側も、
スマホ用Webサイトよりも快適
に情報閲覧ができるスマホアプリ
を好む傾向にある。ニールセンが
14年に発表したスマホアプリ利用
状況の調査結果によると、スマー
トフォンの利用時間の約 7割はス
マホアプリの利用といわれている。
このような状況の中、スマホア
プリのビジネスにおける重要性は
増してきているといえるだろう。

スマホアプリの
利用状況取得の重要性
スマホアプリもWebサイトと
同様、ユーザーの満足度を高める
ためにファーストリリース後の改
善・運用が重要となる。そのため、
改善点の特定や改善の優先順位を
決める上で、アプリの利用状況は
貴重な判断材料となる。
Webサイトの場合、計測ツー
ル導入が一般的になっているた
め、目標の達成度合いを測るKPI
（重要業績評価指標）などの指標
の達成率とともに、計測ツールで
取得した統計結果に基づいた定量

スマートフォンが広く普及している今、BtoC企業にお
いてスマートフォンアプリ（以下、スマホアプリ）は顧客
コミュニケーションの重要なチャネルとなった。
しかし、アプリがユーザーにとってどれだけ価値がある
かについては、アプリのダウンロード数の把握やレビュー
評価だけで判断している企業も多い。
計測ツールを導入することで、ダウンロードに貢献した
広告の判別や、アプリの起動回数、ページビュー数といっ
た、ユーザーがアプリをどのように使用しているかという
情報や、アプリが強制終了した際に発生したエラーの内容
を把握できる。
Webサイトと同様に、アプリについてもファーストリ
リース後の改善・運用が欠かせない。計測ツールを通じて
一歩踏み込んだユーザー行動を把握することは、スマホア
プリというエンドユーザーに一番近いチャネルを効果的に
改善し、企業利益に貢献する存在へと進化させる上で重要
なこととなるであろう。
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的な結果を参考に機能を検討する
ことが多い。一方、スマホアプリ
への計測ツールの導入は、通販サ
イトなどを運営しているEC企業
以外にはあまり普及していないよ
うに見受けられる。そもそもスマ
ホアプリに計測ツールを導入でき
ることを知らないという場合もあ
るが、それ以外の理由としては、
主に次のような点が考えられる。

•	スマホアプリのダウンロード
数でその価値を計れると考え
ている

•	アプリストアに書かれるレビ
ュー内容でユーザーの不満が
分かると考えている
これらは、スマホアプリ運用に
とって確かに重要な情報である
が、これだけでは本質的に必要な
改善箇所の把握は難しい。これら
の情報と、計測ツールより取得で
きる情報を合わせて見ることで、
より効果的な改善点をあぶり出す
ことができる。

取得すべきスマホアプリ
利用状況 4 つの観点
スマホアプリの計測ツールの説
明は後述するとして、では、どの
ような観点で計測を行えばよいだ
ろうか。ここでは、スマホアプリ
の計測の中でも代表的な 4つの観

点を紹介する。

1　どの広告がダウンロードに
貢献したか
Webサイトとスマホアプリと
の大きな違いの 1つは、ダウンロ
ードという行為の有無である。ア
プリのダウンロードページにユー
ザーがたどり着く方法は 2つあ
る。アプリストア内のフリーワー
ド検索やカテゴリ検索でダウンロ
ードページへ遷移する方法と、外
部サイトに設置されたリンクやバ
ナー広告などから直接アプリスト
アのダウンロードページへ遷移す
る方法である。
後者については、計測ツールを
用いることでユーザーがどの広告
からダウンロードページヘ遷移
し、ダウンロードを行ったかを測
定することが可能となる。この計
測を行うことで、どのページのリ
ンクや広告がスマホアプリのダウ
ンロードへの貢献度が高いか、も
しくは低いかが特定できる。結果、
広告費用の選択と集中が可能とな
り、スマホアプリの効率良い広告
戦略を取ることができる。

2　どこから何回起動されたか
スマホアプリの「起動」に関す
る計測を行うことで、アプリがど

のようにユーザーに使われている
かを把握することができる。この
計測は、Webサイトでいうとこ
ろの「訪問」に当たる。起動につ
いては、単に回数を測定するだけ
でなく、以下の 3つの観点で分析
することが効果的だ。

（1）ダウンロード後の起動確認

スマホアプリがダウンロードさ
れた後や、バージョンアップの後
にアプリが起動されたかどうかを
確認することで、実際にスマホア
プリが使用されていることを確認
できる。

（2）起動元の確認

現在ではスマホアプリの起動方
法は多様化し、スマートフォンの
ホーム画面からアイコンをタップ
するだけではなく、他のアプリや
Webサイトからの起動や、Web
ブラウザの検索結果のリンクから
直接スマホアプリを起動できるデ
ィープリンクという方法も出現し
ている。このため、アプリがどこ
から起動されたかを把握すること
は、自社アプリの起動回数を向上
させるための施策を検討する上で
大事な観点となる。
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（3）起動頻度の調査

スマホアプリの起動頻度は注視
すべき値だ。代表的な指標は次の
3点である。

•	月間のアクティブユーザー数
（MAU）

•	 1 週間のアクティブユーザー
数（WAU）

•	 1 日のアクティブユーザー数
（DAU）
起動頻度に関しては、提供して
いるアプリの性質や目的を検討し
た上でどの指標を重視するかを検
討し、その狙い通りの頻度でアプ
リが利用されているかを検証す
る。もし、想定以下であれば、プ
ッシュ通知（ユーザーがアプリを
起動していなくても、アプリがメ
ッセージを送る機能）を行うなど、
利用を喚起するための施策を検討
する必要がある。

3　どのように使われているか
ユーザーがスマホアプリ内で操
作した内容を計測し、どのように
アプリが使われているかを調査す
る必要がある。代表的な項目は次
の 4点である。

•	どのページがどれだけ閲覧さ
れたか

•	どのボタンがどれだけタップ
されたか

•	どのコンテンツが、どのSNS
で、どのような操作をされた
か（例：「シェア」「いいね！」
「リツイート」など）

•	プッシュ通知がどれだけ開封
されたか

4　クラッシュ検知
スマホアプリは使用中、突然動
作が強制終了してしまうことがま
れにあり、これをクラッシュと呼
んでいる。計測ツールを入れてい
ない状態では、クラッシュの発生
原因はおろか、ユーザーの端末内
でクラッシュが発生していること
すら検知できない。計測ツールの
クラッシュ検知機能を導入してい
れば、原因特定と対策までの期間
をはるかに短縮することができ
る。いわばスマホアプリの品質を
保つための「守りの計測」だ。ス
マホアプリの致命的クラッシュの
放置や対応遅れは、提供している
企業イメージを悪化させる一因と
なる。それを防ぐためにも、クラ
ッシュ発生時に素早い対応を行う
ことは、スマホアプリ運用上重要
なポイントだ。

計測ツールの仕組みと
導入時のポイント
ここまで紹介してきたようなス

マホアプリの計測を実際に行うた
めには、まずSDK（Software De-
velopment Kit：ソフトウエア開
発キット）にある計測用の機能を
呼び出す処理を、スマホアプリに
組み込む。アプリが起動し、その
処理が呼び出されると、計測情報
が集計サーバーへ送信される。計
測の結果は、各計測ツール開発企
業が提供している管理画面で図表
やグラフとしてグラフィカルに表
現される（図 1）。
計測ツールの導入、組み込み自
体は基本的にはそれほど難しいも
のではない。その上で、導入に際
して留意した方がよいと思われる
点を 2点紹介する。

1　計測ツールの選定
計測ツールは複数の企業が開
発、提供している。有名なところ
でいえば、米国グーグルの提供し
ているGoogle Analyticsや米国ア
ドビの提供するAdobe Analytics
がある。また、クラッシュ計測に
特化したものでは、米国ツイッタ
ーの提供しているFabricというツ
ールがある。計測ツールにはそれ
ぞれ機能の違いや、導入コストが
無償か有償かなど特徴がある。選
定の際には、費用の他、既に自社
のWebサイトに導入済みの計測
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これからの
スマホアプリの役割
スマホアプリは企業にとって、
エンドユーザーに一番近いチャネ
ルだ。その特性を活かし、ユーザ
ーがより良い体験や生活をするた
めの良き相談相手やサポーターと
いった使われ方も次々と生まれて
きている。
ある企業では、店舗にスマホア
プリに対応した電波を発信するビ
ーコン端末を配置し、自社のスマ
ホアプリを入れているユーザーが
近づくと、プッシュ通知を配信し
来店や購買行動を促す、というプ
ロモーションの実証実験が行われ
ている。また、ある企業では、店
頭商品のバーコード・QRコード

ツールと同じものにするかや、計
測以外にどのようなことができる
のかなど、総合的に考慮して判断
するのがよいだろう。

2　計測の設計
計測を効果的に行うために、ま
ずどのような分析がしたいのか、
そのためにどのような情報を集め
るのかを明確にする必要がある。
その上で、計測処理の方法や、目
的に合った管理画面での集計結果
の見せ方などを設計する。これに
は、導入する計測ツールの深い知
識が必要なため、計測ツールの専
門ベンダーとよく相談しながら進
めていくのがよいだろう。

を、自社のスマホアプリで読み取
ることで、商品の詳細な機能説明
や、ユーザー評価などが表示され
るサービスを提供している。
このような潮流の中で企業は、

「まず、スマホアプリを作ること
ありき」という考え方ではなく、
事業としてゴールを定め、そこへ
向かってユーザーにたどってほし
いストーリーを考える必要があ
る。これはデジタルマーケティン
グの世界では「カスタマージャー
ニー」と呼ばれ、顧客が購入に至
るストーリー（プロセス）を整理、
可視化したものである。
スマホアプリを作った上でどう
するか、ではなく、最初からスマ
ホアプリを事業の目的を達成する
ための強力な手段の一要素と考え
ることが、スマホアプリを一層、
企業の利益に貢献する存在へと進
化させる。ユーザー行動を定量的
に測定することは、スマホアプリ
の進化の方向性を考える上での重
要な指針となるだろう。
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図1　スマホアプリの計測ツール情報送信の仕組み
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